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28 社説

全国の天気と
こよみは 面

【概況】北陸
地方は高気圧圏
内だが湿った空
気が流れ込む。
石川県内はおお
むね晴れるが、
午後は加賀地方
で雨の降る所
も。残暑がさら
に厳しくなる。
加賀 東の風日

中 南 東 の
風、晴時々
曇所により
昼過ぎから
雨

能登 南の風日

中 北 東 の
風、晴朝晩
曇

富山西部 晴時
々曇

富山東部 同
福井 晴時々曇

年
前
、
北
朝
鮮
か

ら
帰
っ
た
拉
致
被
害
者

を
見
た
時
の
最
大
の

衝
撃
は
曽
我
ひ
と
み

さ
ん
の
姿
だ
っ
た
▼
拉
致
の
底

知
れ
ぬ
闇
を
二
つ
見
た
思
い
だ

っ
た

一
つ
は

曽
我
さ
ん
の
拉

致
が
一
度
も
報
道
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
曽
我
さ

ん
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
他
に
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
闇
に

葬
ら
れ
た
被
害
者
が
い
る
の

で
は
な
い
か
。
疑
惑
が
深
ま
っ

た
の
で
あ
る
▼
１
９
７
８

昭

和

年
の
拉
致
か
ら

年

事

件
が
大
々
的
に
報
道
さ
れ
て
大

半
の
被
害
者
が
特
定
さ
れ
て
い

た
の
に
、
曽
我
さ
ん
の
名
前
は

一
度
も
浮
か
ば
な
か
っ
た
。
事

実
、
そ
の
後
に
何
人
も
の
拉
致

被
害
者
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
三
け
た
に
の
ぼ
る
拉
致
被

害
者
が
存
在
す
る
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
▼
も
う
一
つ
の

闇
は
足
元
に
あ
っ
た

な
ぜ

だ

れ
一
人
と
し
て
曽
我
さ
ん
母
娘

の
行
方
不
明
を
拉
致
と
思
わ
な

か
っ
た
の
か
。
神
隠
し
な
ど
こ

の
世
に
あ
る
わ
け
が
な
い
。
拉

致
現
場
の
多
い
日
本
海
に
面
し

た
佐
渡
で
あ
る
。
警
察
も
行
政

も
何
を
し
て
い
た
の
か
、
大
き

な
疑
問
が
残
っ
た
▼
拉
致
認
定

者
の
帰
国
は
当
然
だ
。
母
の
曽

我
ミ
ヨ
シ
さ
ん
や
能
登
で
拉
致

さ
れ
た
久
米
裕
さ
ん
ら
も

消

息
不
明

で
終
わ
ら
せ
て
は
な

る
ま
い
。
日
朝
交
渉
は
重
大
な

積
み
残
し
を
し
た
ま
ま
だ
。

敬老の日

深
刻
な
い
じ
め

❻

拉
致
問
題

進
展
な
く

年

26

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
減
少
進
む

27

金
沢
に
ミ
ッ
キ
ー
と
Ａ
Ｋ
Ｂ
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地
方
票
で
差

石
原

安
倍
氏
追
う

自民総裁選共
同
通
信
調
査

共
同
通
信
社
は

、

両
日
、
全
国
の
自
民
党
党

員
・
党
友
を
対
象
に
総
裁

選
の
支
持
動
向
を
調
査
し

た
。
石
破
茂
前
政
調
会
長

に
投
票
す
る
と
の
回

答
が

・
６
％
で
最
多
。

総
裁
選
の
仕
組
み
に
従
い

換
算
す
る
と
地
方
３
０
０

票
の
半
数
に
迫
る
勢
い

で
、
他
候
補
に
差
を
つ
け

た
。
国
会
議
員
１
９
９
票

の
う
ち

人
台
前
半
を
固

め
、
合
計
で
も
優
勢
だ
。

た
だ
１
回
目
で
過
半
数
獲

得
は
難
し
い
と
み
ら
れ
、

決
選
投
票
と
な
る
公
算
が

大
き
い
。
石
原
伸
晃
幹
事

長

と
安
倍
晋
三
元
首

相

が
追
っ
て
い
る
。

【
５
面
に
関
連
記
事
】

全
国
１
４
８
８
人
の
党

員
・
党
友
か
ら
回
答
を
得

た
。
投
票
先
で
は
石
破
氏

に
次
い
で
石
原
氏

・
８

％
、
安
倍
氏

・
５
％
、

町
村
信
孝
元
外
相

５

・
０
％
、
林
芳
正
政
調
会

長
代
理

１
・
７
％
の

順
と
な
っ
た
。

・
１
％

が
「
決
め
て
い
な
い
」
と

回
答
し
て
お
り
、
投
票
日

ま
で
に
支
持
が
変
わ
る
可

能
性
も
あ
る
。

地
方
票
は
都
道
府
県
ご

と
の

持
ち
票

を
各
候
補

の
得
票
に
応
じ
て
配
分
す

る
仕
組
み
。
調
査
で
具
体

名
を
挙
げ
た
回
答
を
基
に

都
道
府
県
ご
と
に
試
算
し

た
と
こ
ろ
、
地
方
票
は
石

破
氏
の
ほ
か
石
原
氏
が

票
台
前
半
、
安
倍
氏
が

票
台
後
半
、
町
村
氏
が

票
台
前
半
、
林
氏
が
数
票

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

共
同
通
信
社
調
べ
の
国

会
議
員
支
持
動
向
と
合
わ

せ
る
と
、
石
破
氏
が
１
８

０
票
を
う
か
が
い
、
石
原
、

安
倍
両
氏
が
１
２
０
票

を
狙
う
状
況
。
未
決
定
の

議
員
約

人
の
取
り
込

み
の
ほ
か
、
決
選
投
票

を
に
ら
ん
だ
連
携
の
動

き
が
激
し
く
な
り
そ
う

だ
。

試
算
し
た
地
方
票
を
み

る
と
、
石
破
氏
は
持
ち
票

の
多
い
東
京
、
茨
城
、
神

奈
川
、
岐
阜
を
は
じ
め

都
府
県
で
ト
ッ
プ
。
こ
れ

に
対
し
、
同
数
の
場
合
も

含
め
石
原
氏
が
石
川
な
ど

県
、
安
倍
氏
が
地
元
の

山
口
な
ど
６
県
、
町
村
氏

が
地
元
の
北
海
道
で
１
位

と
な
っ
た
。

石
川
で
は
、
ト
ッ
プ
の

石
原
氏
は

・
７
％
の
支

持
を
集
め
た
。
石
破
氏
が

・
４
％
、
安
倍
氏
９
・

７
％
、
町
村
氏
６
・
５
％

と
続
い
た
。

・
８
％
は

「
決
め
て
い
な
い
」
と
回

答
し
た
。

石
川
は
石
原
氏
ト
ッ
プ

き
ょ
う
夕
刊

休
み
ま
す

日
（
月
）
は
祝
日

（
敬
老
の
日
）
に
あ
た

り
ま
す
の
で
、
夕
刊
を

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

北
國
新
聞
社
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【
北
京
、
上
海
、
深
圳
共
同
】
日
本
政
府
が
沖
縄
県
・
尖
閣
諸
島
（
中
国
名
・
釣
魚
島
）
を
国
有
化

し
た
こ
と
に
抗
議
す
る
反
日
デ
モ
が

日
、
北
京
や
上
海
、
広
東
省
広
州
、
深
圳
な
ど
少
な
く
と
も

都
市
で
あ
っ
た
。

日
に
参
加
者
が
暴
徒
化
し
た
北
京
や
湖
南
省
長
沙
で
は
、
当
局
が
警
備
態
勢
を
格

段
に
増
強
し
て
デ
モ
隊
の
暴
走
を
抑
え
込
ん
だ
が
、
広
州
で
は
日
本
総
領
事
館
が
入
居
す
る
施
設
へ
の

投
石
な
ど
の
破
壊
行
為
も
起
き
た
。

【
４
、

面
に
関
連
記
事
】

中
国

警
備
態
勢
を
増
強

「
第

回
ツ
ー
ル
・
ド

・
の
と
４
０
０
〜
能
登
半

島
一
周
サ
バ
イ
バ
ル
・
サ

イ
ク
ル
２
０
１
２
〜
」（
同

実
行
委
、
北
國
新
聞
社
主

催
、
石
川
県
自
転
車
競
技

連
盟
共
催
）
は
２
日
目
の

日
、
全
国
か
ら
参
加
し

た
７
４
２
人
が
世
界
農
業

遺
産「
能
登
の
里
山
里
海
」

の
豊
か
な
自
然
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
、
３
日
間
で
最

長
と
な
る
１
５
７
・
４
㌔

を
走
破
し
た
。

面
に
関
連
記
事

２
日
目
は
輪
島
港
マ
リ

ン
タ
ウ
ン
か
ら
七
尾
市
能

登
島
マ
リ
ン
パ
ー
ク
海
族

公
園
を
目
指
す
コ
ー
ス
で

金
沢

・
８
度

行
わ
れ
た
。
４
０
０
・
２

㌔
の
全
行
程
を
走
破
す
る

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス
に

４
７
８
人
、
１
日
コ
ー
ス

に
２
６
４
人
が
出
場
し

た
。
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
か
ら

海
岸
沿
い
に
進
ん
だ
参
加

者
は
、
千
枚
田
や
揚
げ
浜

式
塩
田
な
ど
を
横
目
に
、

峠
道
の
連
続
す
る
コ
ー
ス

を
力
走
し
た
。

日
は
能
登
島
か
ら
氷

見
市
な
ど
を
経
由
し
て
内

灘
町
に
戻
る
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
る
。

日
の
石
川
県
内
は
青

空
が
広
が
り
、
最
高
気
温

は
羽
咋

度
、
金
沢

・

８
度
な
ど
全

観
測
地
点

で
「
真
夏
日
」
を
観
測
、

平
年
を
５
〜
８
度
上
回
る

厳
し
い
暑
さ
と
な
っ
た
。

海
岸
沿
い
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
峠
道
を
力
走
す
る
参
加
者

‖
珠
洲
市
内

日
系
ス
ー
パ
ー
が
襲
わ

れ
る
な
ど
の
被
害
も
出
た

が
、

日
の
混
乱
を
受
け

中
国
政
府
が
暴
徒
化
阻
止

に
本
腰
を
入
れ
た
可
能
性

が
あ
る
。

野
田
佳
彦
首
相
は

日
、
外
務
省
の
河
相
周
夫

事
務
次
官
に
、
情
報
収
集

と
邦
人
保
護
に
万
全
を
期

す
よ
う
指
示
し
た
。
北
京

の
日
本
大
使
館
に
よ
る

と
、
邦
人
が
被
害
に
遭

っ
た
と
の
情
報
は
な
い
。

現
地
で
店
舗
展
開
す
る

日
系
企
業
で
は
、
臨
時
休

業
な
ど
の
動
き
も
広
が
っ

た
。１

万
人
以
上
が
集
ま
っ

た
広
州
の
デ
モ
で
は
、
日

本
総
領
事
館
が
入
居
す
る

施
設
の
敷
地
内
に
デ
モ
隊

が
乱
入
。
建
物
に
投
石
が

あ
っ
た
ほ
か
、
日
本
料
理

店
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
ら
れ

た
。

１
万
人
超
が
参
加
し
た

深
圳
の
デ
モ
で
は
、
日
系

ス
ー
パ
ー
が
襲
わ
れ
て
壁

が
は
が
さ
れ
た
。
深
圳
で

は
、
拘
束
さ
れ
た
参
加
者

の
釈
放
を
求
め
る
デ
モ
隊

に
武
装
警
察
が
催
涙
弾
数

十
発
を
発
射
。
そ
の
後
も

集
ま
っ
た
デ
モ
隊
に
催
涙

弾
を
発
射
、
デ
モ
隊
が
投

石
で
応
じ
る
な
ど
小
競
り

合
い
が
続
い
た
。

北
京
と
上
海
の
デ
モ
は

日
の
国
有
化
以
降
、
６

日
連
続
。
デ
モ
隊
と
武
装

警
察
隊
が
衝
突
し
た
北
京

の
日
本
大
使
館
前
で
は

日
も
複
数
の
グ
ル
ー
プ
が

反
日
デ
モ
を
実
施
し
た

が
、
当
局
は
前
日
の
数
倍

の
武
装
警
察
を
投
入
し
て

強
硬
な
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築

い
て
規
制
し
た
。

上
海
で
は
、
日
本
総
領

事
館
前
で
約
４
千
人
が
抗

議
を
行
っ
た
が
、
警
察
部

隊
が
暴
徒
化
を
防
い
だ
。

前
日
に
多
く
の
日
系
企
業

が
焼
き
打
ち
に
あ
っ
た
山

東
省
青
島
で
も
複
数
の
デ

モ
が
起
き
た
が
、
大
き
な

混
乱
は
な
か
っ
た
。
江
蘇

省
南
京
や
浙
江
省
杭
州
、

四
川
省
成
都
で
も
デ
モ
が

あ
っ
た
。
成
都
の
日
系
ス

ー
パ
ー
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
は
武
装
警
察
が
厳
重

に
警
備
し
た
。

中
国
で
は
、
満
州
事
変

の
発
端
と
な
っ
た
１
９
３

１
年
の
柳
条
湖
事
件
か
ら

年
に
当
た
る

日
に
も

デ
モ
が
呼
び
掛
け
ら
れ
て

い
る
。

敬
老
の
日

総
務
省
推
計

歳
以
上
の
人
口
は
３

０
７
４
万
人
で
、
初
め
て

３
千
万
人
を
突
破
し
た
こ

と
が

日
分
か
っ
た
。「
敬

老
の
日
」
を
前
に
し
た
総

務
省
の
推
計
に
よ
る
と
、

前
年
か
ら
１
０
２
万
人
増

え
、
総
人
口
に
占
め
る
割

合
は
０
・
８
㌽
多
い

・

１
％
と
過
去
最
高
を
更
新

し
た
。
「
団
塊
の
世
代
」

の
先
頭
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

１
９
４
７
年
生
ま
れ
の
人

が
今
年

歳
と
な
っ
て

「
高
齢
者
」
の
仲
間
入
り

を
し
た
た
め
、
対
前
年
の

増
加
数
と
割
合
は
い
ず
れ

も
過
去
最
大
と
な
っ
た
。

【

面
に
関
連
記
事
】

年
ご
ろ
に
か
け
て
の

第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に

生
ま
れ
た
団
塊
世
代
は
今

後
も
続
々
と

歳
に
達
す

る
。
少
子
化
は
歯
止
め
の

か
か
ら
な
い
状
況
が
続
い

て
お
り
、
社
会
保
障
費
の

増
加
を
中
心
に
対
策
が
急

が
れ
る
。

推
計
は
、
２
０
１
０
年

の
国
勢
調
査
を
基
に
、
そ

の
後
の
出
生
や
死
亡
数
を

今
月

日
時
点
で
反
映
さ

せ
た
。

歳
以
上
の
う
ち
、

男
性
は
１
３
１
５
万
人
で

男
性
人
口
の

・
２
％
、

女
性
は
１
７
５
９
万
人
で

女
性
人
口
の

・
９
％
を

占
め
た
。

歳
以
上
の
男
女
は
２

２
５
６
万
人
（
総
人
口
の

・
７
％

歳
以
上
は

１
５
１
７
万
人

同

・
９

％

だ
っ
た
。

歳
以
上

の
人
が
１
５
０
０
万
人
を

超
え
た
の
も
初
め
て
だ
。
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